製品安全データシート

１．製品及び会社情報
	製品名

会社名

住所

担当部門

電話番号

緊急連絡先

受付日時

作成・改訂
	 ベンゼン 

 ○○石油株式会社

 東京都
 環境安全部

FAX番号

電話番号

 月曜日～金曜日　9：00～17：30

 平成13年2月1日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２． 組成、成分情報
化学名
ベンゼン（単一製品）


（別名：ベンゾール）

化学式
C6H6　（分子量 ７８）

ＣＡＳ番号
７１－４３－２

官報公示整理番号
３－１（化審法・安衛法）

危険有害成分
ベンゼン　９９.９％以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３． 危険有害性の要約
分類の名称

　・引火性液体、急性毒性物質、その他の有害性物質

健康に対する有害影響

　・蒸気を吸入したとき中枢神経へ影響を与えることがある。

　・皮膚からも吸収され有害作用を及ぼすことがある。

　・長期間の接触では、造血組織、肝臓、免疫系への影響が起こりえる。

　・発ガン性物質である。

環境への影響

　・分解性良好

物理的及び化学的危険性

　・非常に揮発性が高く、かつ引火性の高い液体であり、空気との爆発性混合物を成し易い。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４． 応急措置
吸入した場合

　・被害者を直ちに空気の新鮮な場所に移動させ保温して安静に努める。

　・呼吸停止の場合及び呼吸が弱い場合は、呼吸気道を確保した上で人工呼吸を行う。

　・意識はないが呼吸している場合、又は意識があるが呼吸困難な場合は酸素吸入が有効である。医師の指導の下に行うことが望ましい。

　・医師の指示なしに酸素以外の施薬をしたり、被害者に口からものを与えてはならない。直ちに医師の手当てを受ける。

皮膚に付着した場合

　・汚染された衣服、靴などは速やかに脱ぎ捨てる。

　・その後、多量の水又は石けん水で充分に洗い流す。

目に入った場合：

　・少なくとも15分間水で洗眼した後、直ちに医師の手当を受ける。

　・コンタクトレンズを使用している場合は固着していない限り、取り除いて洗浄する。

　・洗眼の際、まぶたを指でよく開いて、眼球、まぶたの隅々まで水がよく行き渡るように洗浄する。

飲み込んだ場合

　・無理に吐かせようとせず、直ちに医師の手当てを受ける。

　・揮発性なので吐き出させるとかえって危険が増す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５． 火災時の措置

消火剤

　・粉末、二酸化炭素、泡、乾燥砂

有害物質等の発生

　・燃焼した時多量の黒煙を発生する。生成ガスの中には有害な一酸化炭素などを含有する。

消火方法

　・火災初期は、粉末または二酸化炭素を用いる。

　・大規模火災は、泡消化剤で空気を遮断する。

　・棒状水の使用は火災を拡大する恐れがある。

火災周辺の措置

　・火災周辺は関係者以外立入禁止とする。

　・可燃物容器等は散水で冷却する。移動が可能な場合は安全な場所へ移す。

消火を行う者の保護

　・消火作業には自給式呼吸器、防火服、防災面等の保護具を着用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６． 漏出時の措置

人体に対する注意事項

　・風下の人を退避させ、漏出場所の周辺から人を遠ざける。この際、ロープ等を張り関係者以外立入禁止とする。
　・作業者は適切な保護具（有機ガス用防毒マスク、ゴーグル型保護眼鏡、耐薬品性手袋等）を着用し、風上から行う。

環境に対する注意事項

　・付近の着火源を速やかに取り除く。

除去方法

　・少量の場合、土、砂等に吸収させ密封できる容器に回収する。回収には火花を発生しない安全なシャベル等を使用する。

　・大量の場合、盛り土で囲って流出を防止し、液の表面を泡（消化剤）で覆った後、密閉可能な空容器に出来るだけ回収する。安全な場所に導いてから回収する。

　・漏出した液体が下水、河川、低所等に流れ込まないように注意する。

　・水上に流出した場合は、風下の船舶を退避させて漏出周辺から遠ざける。

　・回収は適切な吸収材、スキミング、ゲル化剤（固定回収）等で行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７． 取扱い及び保管上の注意

取扱い

　・できるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じて適切な保護具を着用する。

　・蒸気の発散を出来るだけ抑え、作業環境を許容濃度以下に保つ。

　・取扱い中は、できるだけ風上から作業し、暴露防止に充分注意する。

　・取扱い後は、手洗いを充分に行う。

　・取扱い場所では、火気、火花、アークを発する物又は高温点火源を使用しない。

　・タンクに入れる場合は、静電気による爆発を予防するため、導電性ホースを用い、ホース及び容器を接地する。

　・強酸化剤との接触を避ける。

保管

　・直射日光を避け、通風の良い、冷暗所に保管する。

　・保管場所は火気厳禁とする。

　・酸化性物質、有機過酸化物と同一の場所で保管しない。

　・容器は一定の場所を定め保管する。

　・冬季は凝固して流動しなくなることに注意する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８． 暴露防止及び保護措置

管理濃度：10ppm['95、労働省告示（第26号）の管理濃度]
許容濃度

　・日本産業衛生学会（2000年版）

　　　　過剰発がん生涯リスクレベル評価値

10－3　　　1.0ppm

10－4　　　0.1ppm

　・ACGIH勧告値（1999年版）

　　　　TLV‐TWA（時間加重平均8時間）0.5ppm（1.6mg/m3）　A1：皮膚呼吸あり

　　　　TVL‐STEL（短時間ばく露15分）2.5ppm（8mg/m3）

　・OSHA曝露限界

　　　　TWA
1ppm

　　　　STEL
5ppm

　　　　アクションレベル
0.5ppm（健康診断規定発動レベル）

設備対策

　・密閉型装置にするか、又は局所排気装置を設置する。

　・取扱い場所の近くに緊急用洗眼器及び安全シャワーを設置し、その位置を明瞭に表示する。

保護具

　・呼吸器系　　　　防毒マスク（有機ガス用）

　　　　　　　　　　送気マスク又は空気呼吸器（濃度が高い場合）

　・手　　　　　　　耐薬品性（不浸透性）手袋保護

　・目　　　　　　　眼鏡または防災面

　・皮膚及び身体　　耐薬品性長靴、前掛（静電気防止対策用）

その他の衛生上の予防措置

　・床材の不浸透性化。

　・局所排気装置排気筒出口に除害装置の設置。

　・不浸透性の保護衣・保護手袋・保護長靴の準備、使用方法の指示。

　・作業場内設備完備の確認、非常時退避用器具の常設、保護具使用の指導。

　・作業場内における作業方法の決定、周知、作業指揮の確立。

　・取扱いに関する注意事項の教育。

　・漏洩防止に必要な作業規定の設定、それにもとづく作業の徹底。

　・関係者以外の作業場内立入禁止。

　・作業場内での喫煙、飲食の禁止。

　・作業場内ベンゼン濃度の定期測定と問題箇所の改善。

　・作業員に対する定期的特殊健康診断の実施。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

９． 物理的及び化学的性質

外観等

無色透明な液体・芳香を有する。
臭い

芳香を有する。
製品安全データシート

１． 製品及び会社情報

	製品名

会社名

住所

担当部門

電話番号

緊急連絡先

受付日時

作成・改訂
	 キシレン 

 ○○石油株式会社

 東京都
 環境安全部

FAX番号　

電話番号　

 月曜日～金曜日　9：00～17：30

 平成13年2月1日


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２． 組成、成分情報

化学名

キシレン（異性体混合物）



（別名：キシロール、ジメチルベンゼン、ザイレン）

化学式

キシレンC6H4（CH3）2、（分子量１０６）



（エチルベンゼンC6H5（C2H5）を含む）

官報公示整理番号

３－３（化審法・安衛法）

危険有害成分及び含有量（ＣＡＳ番号）

	
	含有量％
	ＣＡＳ番号

	o‐キシレン

m‐キシレン

p‐キシレン

エチルベンゼン
	２５

４４

１９

１２
	９５－４７－６

１０８－３８－３

１０６－４２－３

１００－４１－４

	異性体混合物
	
	１３３０－２０－７


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
３． 危険有害性の要約

分類の名称

　・引火性液体、急性毒性物質

健康に対する有害影響

　・蒸気を吸入したとき麻酔作用等の有害作用を及ぼすことがある。

環境への影響

　・生分解性良好

物理的、化学的危険性

　・引火性の液体、空気との爆発性混合ガスを形成しやすい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４． 応急措置

吸入した場合

　・被害者を直ちに空気の新鮮な場所に移動させ保温して安静に努める。

　・呼吸停止の場合及び呼吸が弱い場合は、呼吸気道を確保した上で人工呼吸を行う。

　・意識はないが呼吸している場合、又は意識があるが呼吸困難な場合は酸素吸入が有効である。医師の指導の下に行うことが望ましい。

　・医師の指示なしに酸素以外の施薬をしたり、被害者に口からものを与えてはならない。直ちに医師の手当てを受ける。

皮膚に付着した場合

　・汚染された衣服、靴などは速やかに脱ぎ捨てる。

　・その後、多量の水又は石けん水で充分に洗い流す。

目に入った場合

　・少なくとも15分間水で洗眼した後、直ちに医師の手当てを受ける。

　・コンタクトレンズを使用している場合は固着していない限り、取り除いて洗浄する。

　・洗眼の際、まぶたを指でよく開いて、眼球、まぶたの隅々まで水がよく行き渡るように洗浄する。

飲み込んだ場合

　・無理に吐かせようとせず、直ちに医師の手当てを受ける。

　・揮発性なので吐き出させるとかえって危険が増す。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
５． 火災事の措置

消化剤

　・粉末、二酸化炭素、泡、乾燥砂

有害物質等の発生

　・燃焼した時多量の黒煙を発生する。生成ガスの中には有毒な一酸化炭素などを含有する。

消火方法

　・火災初期は、粉末または二酸化炭素を用いる。

　・大規模火災は、泡消化剤で空気を遮断する。

　・棒状水の使用は火災を拡大する恐れがある。

火災周辺の措置

　・火災周辺は関係者以外立入禁止とする。

　・可燃物容器等は散水で冷却する。移動が可能な場合は安全な場所へ移す。

　・火元への燃料源を断ち、消化剤を使用して消火する。

消火を行う者の保護

　・消火作業には自給式呼吸器、防火服、防災面等の保護具を着用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
６． 漏出時の措置
人体に対する注意事項

　・風下の人を退避させ、漏出場所の周辺から人を遠ざける。この際、ロープ等を張り関係者以外の立入り禁止とする。

　・適切な保護具（有機ガス用防毒マスク、ゴーグル型保護眼鏡、耐薬品性手袋等）を着用風上から作業を行う。

環境に対する注意事項

　・付近の着火源となりそうなものを速やかに取り除く。

除去方法

　・少量の場合、土、砂等に吸収させ密封できる容器に回収する。回収には火花を発生しない安全なシャベル等を使用する。

　・大量の場合、盛り土で囲って流出を防止し、液の表面を泡（消化剤）で覆った後、密閉可能な空容器に出来るだけ回収する。安全な場所に導いてから回収する。

　・漏出した液体が下水、河川、低所等に流れ込まないように注意する。

　・水上に流出した場合は、風下の船舶を退避させて漏出周辺から遠ざけ、適切な吸収材を使用するか、或いは、スキミングにより回収する。ゲル化剤により固化回収してもよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
７． 取扱い及び保管上の注意
取扱い

　・吸入を防ぎ、目、粘膜、皮膚との接触をさけ、必要に応じて適切な保護具を着用する。

　・蒸気の発散を出来るだけ抑え、作業環境を許容濃度以下に保つ。

　・取扱い中は、できるだけ風上から作業し、暴露防止に充分注意する。

　・取扱い場所では、火気、火花、アークを発する物又は高温点火源を使用しない。

　・取り扱い場所で使用する機器は防爆構造とし、機器類は静電気対策を講じる。

　・作業衣、安全靴は導電性の物を用いる。

保管

　・直射日光を避け、通風の良い、冷暗所に保管する。

　・保管場所は火気厳禁とする。

　・酸化性物質、有機過酸化物と同一の場所で保管しない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
８． 暴露防止及び保護措置

管理濃度：100ppm（混合キシレンとして）〔’95、労働省告示（第26号）の管理濃度〕

許容濃度

　　 ・日本産業衛生学会（2000年度版）

　　　　　 100ppm（430mg/m3）

　・ACGIH勧告値（1999年版）

TLV－TWA（時間加重平均8時間）　　100ppm（434mg/m3）

TVL－STEL（短時間ばく露15分）　　150ppm（651mg/ m3）

設備対策

　・密閉型装置にするか、又は局所排気装置設置する。

　・取扱い場所の近くに緊急用洗眼器及び安全シャワーを設置し、その位置を、明瞭に表示する。

保護具

　・呼吸器系　　　　有機ガス用防毒マスク、送気マスク、空気呼吸器

　・手　　　　　　　耐薬品性（不浸透性）手袋

　・目　　　　　　　保護眼鏡、防災面

　・皮膚及び身体　　耐薬品性長靴、前掛（静電気防止対策用）を着用する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
９． 物理的及び化学的性質

外観等　　　　　　無色透明の揮発性液体・芳香臭

	
	 o‐ｷｼﾚﾝ　　m‐ｷｼﾚﾝ　　p‐ｷｼﾚﾝ　　ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ

	比　重（20℃）

沸　点（℃）

凝固点（℃）

蒸気圧Pa（mmHg）（20℃）

蒸気比重（空気=1）
引火点（℃）

発火点（℃）

空気中の爆発範囲

　　　　下　限（%）

　　　　上　限（%）

ｵｸﾀﾉｰﾙ/水分配係数

溶解性　水（g/100ml ）

　　　　その他
	 0.8801　　0.8642　　　0.8611　　　0.87

　144　　　 139　　　　138　　　　 136

　‐25.18　‐47.89　　　13.26　　　‐95

　639(4.8)　826(6.2)　　879(6.5)　　900(6.8)

　3.66　　　 3.66　　　3.66　　　　3.66
　32.5　　　 28　　　　 27　　　　 24.5

　463　　　 527　　　  528　　　　432

　1.0　　　　1.1　　　　1.1　　　　 1.0

　6.0　　　　7.0　　　　9.0　　　　 6.7

　2.8　　　　3.2　　　　3.15

　0.02　　　 0.02　　　 0.02　　　　0.02

 アルコール、エーテルなどの有機溶剤に可溶


　　　製品としてのキシレンの引火点（代表値）　28℃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
10． 安全性及び反応性
可燃性

　・引火しやすい。

発火性（自然発火性、水との反応性）

　・なし

酸化性

　・なし

自己反応性・爆発性

　・蒸気は空気より重く、低所に滞留して爆発性混合ガスをつくりやすい。

安全性・反応性

　・通常の取り扱いにおいては安定である。

　・酸化性物質等に触れると反応する危険性がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
11． 有害性情報

　【キシレンの有害性影響】

　　ヒトへの健康影響

・急性毒性

吸入　　　濃度20ppmで臭気を感じる。単回曝露（8時間）では、濃度200ppmで目、鼻、喉の刺激感、めまい、食欲不振、協調運動失調などの自覚症状が現れる。

10,000ppmを超える高濃度では麻酔状態に陥り、意識を喪失して死亡することもある。

30分間以上曝露すると危険な濃度（IDLH）　　1,000ppm

・刺激性　　　目に対して、蒸気、液ともに中程度の刺激性があり、皮膚に対しても弱い刺激性がある。繰返しの接触により脱脂症状を生ずる。

・感作性　　　感作性があるとの報告はない。

・亜急性毒性

吸入　　　継続曝露においては、濃度が30ppmでも頭痛、不眠、動悸、筋力低下が、100ppmでは吐き気、食欲不振などの消火器症状がみられている。ベンゼンでみられる低濃度長期曝露による骨髄の造血機能障害は、キシレンではみられない。

・がん原性　　キシレンが、がん原性又は遺伝毒性を有するとの証拠は得られていない。

　　　　　　　エチルベンゼン　　IARC（2000）　　　クラス2B

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2B：人に発ガン性の恐れがある。

　　動物への健康影響

　　　・急性毒性（急性毒性値）

	経路
	動物
	
	毒性値

	
	
	
	混合キシレン
	o－キシレン
	m－キシレン
	p‐キシレン

	吸入
	ラット
	LC50
	6,700ppm×4hr
	
	
	

	
	ラット
	LCL0
	
	6,125ppm×12hr
	8,000ppm×4hr
	4,912ppm×24hr

	
	マウス
	LC50
	3,523ppm×6hr♂
	4,595ppm×6hr
	5,267ppm×6hr
	3,907ppm×6hr

	経口
	ラット
	LD50
	8,640mg/kg
	4,400mg/kg
	6,661mg/kg
	5,000mg/kg

	
	ラット
	LDL0
	
	5,000mg/kg
	
	

	皮下
	ラット
	LDL0
	
	2,500mg/kg
	5,000mg/kg
	5,000mg/kg

	腹腔
	ラット
	LDL0
	2,000mg/kg
	1,500mg/kg
	2,000mg/kg
	2,000mg/kg


　・曝露濃度と症状

　　　1,500ppm～2,000ppm×4hr　　　ラット　　　　　　血清酵素活性上昇

　　　2,800ppm×2hr～3.5hr　　　　　ラット　　　　　　疲癒、運動失調

　　　6,300ppm～6,700ppm×4hr　　　ラット、マウス　　中枢神経抑

　・慢性毒性（濃度・曝露日数と症状）

	濃度

(ppm)
	曝露条件
	動　物
	症　　状

	　 77
	24hr/日×127日
	ﾗｯﾄ、ｲﾇ、ﾓﾙﾓｯﾄ、ｻﾙ
	血液像に異常認めず

	　300
	6hr/日× 14日
	ﾗｯﾄ
	肝・腎のﾓﾉｵｷｼﾅｰｾﾞ活性上昇

	　300
	6hr/日×126日
	ﾗｯﾄ
	毛づくろい行動の低下、運動量増加

	　690
	8hr/日×130日
	ｳｻｷﾞ
	糸球体腎炎

	　770
	8hr/日× 30日
	ﾗｯﾄ、ｲﾇ、ﾓﾙﾓｯﾄ、ｻﾙ
	血液像に異常認めず

	 1150
	8hr/日× 50日
	ｳｻｷﾞ
	血液像に変化、腎障害あり


【エチルベンゼンの有害性影響】

　ヒトへの健康影響

　　・急性毒性　　　目や粘膜の刺激作用と中枢神経抑制作用である。

　　・刺激性　　　　目、皮膚、呼吸器の粘膜に刺激性がある。

　　　　　　　　　　皮膚に繰り返し接触すると脱脂作用による皮膚荒れを生じるおそれがある。

　　・感作性　　　　感作性があるという報告は見当たらない。

　　・ガン原性　　　ＩＡＲＣ（2000）　　クラス2B

　　・変異原性　　　種々の試験で陰性

　　・催奇形性　　　催奇形性があるとの報告はない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
12． 環境影響情報

生分解性　　　　生分解性良好（通産省の既存化学物質点検等の結果）

魚毒性等　　　　各種魚類のTLm（24，96時間）　　10‐40mg/l

　　　　　　　　各種甲殻類のLC50（96時間）　　　2‐12ppm

生態影響

	項目
	生物名
	値

	
	
	混合キシレン
	O‐キシレン
	m‐キシレン
	p‐キシレン

	TLm48
	コ　イ
	56ppm
	
	
	

	TLm24
	金　魚
	
	13mg/l
	16mg/l
	18mg/l

	TLm96
	Zoea(Cancer Magester Dana)
	6mg/l
	12mg/l
	

	TLm24
	Zoea(Cancer Magester Dana)
	38mg/l
	33mg/l
	

	TLm 3
	ミジンコ
	32ppm
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